
1.　はじめに

本稿では，第 3 回 インフラマネジメントテクノ
ロジーコンテスト（以下，「インフラテクコン」と
いう）2022 に学生とともに参加した際の提案内
容を紹介します。インフラテクコンでは，「下水
道を利用した新しい物流システムの構築」につい
て提案し，チャレンジ賞と多くのプラチナ賞

（旧：企業賞）を受賞しました。この場を借りて
感謝の意を表します。

2.　提案のプロセス −Geszonの誕生−

私たち，長岡工業高等専門学校・Geszon の提
案は「え，送料安くね！」，「そりゃ Geszon だか
ら !?」という，斬新なタイトルとしましたが，こ
のアイディアに至るまでには議論や試行錯誤があ
りました。Geszon は卒業を控えた 5 年生の 3 人
で結成され，インフラテクコンに挑戦することを
決意しました（写真－ 1）。

最初は私を含む 4 人が集まり，建設分野やイン
フラの課題を調査し，テーマを絞り込みました
が，提案が既存の課題とかぶることやインパクト
が足りないことが明らかになりました。行き詰ま
りを感じた時，未来志向に切り替えることにしま
した。

皆さんはレイ・カーツワイルの未来年表を知っ
ていますか？彼はアメリカの思想家で，2013 年
に 2040 年までの未来を予測する未来年表を発表
しました。その中で彼は，2025 年にはドローン
による荷物配達が一般的になると予測していま
す。こうした未来を考える中で，どのようなイン
フラが求められるのかを考えました。これが私た
ちの始まりでした。

将来，ドローンは自由に空を飛ぶことができる
でしょうか？海外では実現可能でも，リスクが少
なくない日本では難しいと予想しました。例え
ば，「ドローンの飛行中に荷物が人に当たった場
合の対応策は？」，「ドローン同士の衝突はどう防
ぐのか？」といった高いリスクを考えました。

このリスクは iRobot の自動掃除機でも見受け
られます。留守中に動き出した掃除機が物にぶつ
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「え，送料安くね！」
「そりゃ，Geszonだから！？」

−インフラテクコン 2022 への挑戦−

写真－ 1　Geszonのメンバー
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かり火災を引き起こした場合，メーカーは責任を
問われる可能性があります。同様の問題がドロー
ンにも生じる可能性があるため，解決策を模索，
その一つが，空中に浮かぶレーンを設け，ドロー
ンがその上を飛行する方法でした。また，雨がた
まらないような構造も提案されました。

しかし，私たちがたどり着いたのは，下水道で
す。埋設された下水管を利用することで，ドロー
ンの問題を解決できる可能性があると考えまし
た。私たちはこのアイディアに自信を持ち，「こ
の提案に賭けます！」との合意に至りました。「下
水道を利用した物流なら Geszon（Amazon への
オマージュ）！」このアイディアが生まれたのは，
締め切りの 2 日前でした。

3.　本審査への準備 −プロフェッショナ
ルとのディスカッション−

提案は予選を突破し，本審査に向けた準備に入
りました。斬新なテーマは確立できましたが，こ
れが実現可能かどうかについては疑問が残り，審
査員からもこの点に関して指摘がありました。そ
の後，株式会社フソウと下水道広報プラットホー
ムの協力を得て，現場で活躍する専門家とのディ
スカッションの機会を持ちました（図－ 1）。
「私たちの提案の実現可能性はどのような感じ

ですか？」という質問に対する私たちの懸念は杞
憂でした。次々と前向きなアドバイスを受け，さ

まざまな課題が浮かび上がりました。まず，空中
を飛ぶドローンには，口径の小さな下水管内での
飛行は難しいとの指摘がありました。

既に実用化されている下水管メンテナンスドロ
ーンも紹介されました。風の影響による安定飛行
の難しさが指摘され，水中ドローンの実用性も示
唆されました。また，下水管上部にレーンを設
け，それを使った滑車のようなアイディアの提案
も受けました。

下水管の勾配を利用する方法や，ポンプ場を輸
送拠点として活用する案，外部からの侵入を困難
にするための貴重品輸送など，多くの情報とアイ
ディアを得ました。結論として，直ちに実現は難
しいかもしれませんが，可能性があることが示さ
れました。私たちはこのアドバイスを元に，最終
審査の発表資料作成に取り組みました。

4.　最終審査 −提案の概要−

私たちの最終提案内容を図－ 2に示します。ド
ローンを下水管内に飛ばし，荷物の輸送を行いま
す。荷物は 2 kg 程度の小さなものを想定してい
て，口径が 600 mm 以上の下水管を利用し，ポン
プ場を倉庫として倉庫間の輸送を行う計画です。

この提案により，下水管の利用量を収益につな
げ，それを下水道のメンテナンス費用に充てるこ
とが可能になりました。また，物流プロセスにお

ける CO2 排出削減や，人手不足の解
消，交通渋滞の軽減などの利点も期待
されます。ただし，荷物の下水への浸
透による汚れや臭いの問題，大きな荷
物の輸送の困難さ，ドローンの自動走
行の精度，バッテリーなどが解決すべ
き課題として浮かび上がりました。

これらの一部は技術進化によって解
決できる可能性がありますが，下水管
を利用するためには衛生や臭いに関す
る理解を得ることが重要な課題である
と考えられます。それでも，誰も考え
たことのない全く新しい提案を生み出

図－ 1　  GKP（下水道広報プラットホーム）のメンバーとの 
Webミーティングの様子
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せたことは，私たちチームメンバーにとって非常
に意義深い経験でした。

5.　新たなインフラマネジメントへの一歩
−インフラテクコンへの参加−

私は毎年，学生たちに対し，インフラテクコン
への参加に際して実用性にとらわれないようアド
バイスをしています。現代は情報が溢れ，実用技
術は手に入れやすくなっています。企業も日々社
会に貢献し，新しいアイディアを見つけることは
難しいようです。私は，イノベーションはいつも
予想外のところから生まれると信じています。だ
からこそ，今回の提案過程が学生たちにとって貴
重な経験となったと思います。

インフラテクコンの表彰式では，協賛メンバー
である公益社団法人土木学会の塚田専務理事（当
時）から次のようなコメントがありました。「イ

ンフラは使われなければ価値がありません。これ
までは利便性向上のために整備が進められてきま
したが，将来的には利用者の視点から考えた理想
的なインフラも求められるでしょう。例えば，下
水道を物流に活用するのは難しいかもしれません
が，地下空間の新たな活用方法は興味深い提案で
す」。私は自分たちの目指していたことが，その
言葉を通じて具現化され，新しいインフラマネジ
メントの方向性を示されたように感じました。

学生たちはこの春，新たな段階に進みました。
未来のインフラ業界を担う若者たちが，インフラ
テクコンを通じて大きな飛躍を果たすことを願っ
ています。最後に，インフラテクコンの運営に関
わる全ての関係者に感謝し，高専生にコンテスト
の場を提供していただいたことに深く敬意を表し
ます。ありがとうございました。

「え，送料安くね！」「そりゃ，Geszonだから！？」
長岡工業高等専門学校 Geszon

下水道事業と運送業の課題
①下水管の老朽化
標準耐用年数50年を経過する下水管が，令和2年度末で2.5万

kmに対し，10年後は8.2万km，20年後は19万kmと急速に増加
②下水道使用料の減収
下水道整備の進展に伴い，有収水量・水洗化人口ともに微増

傾向だが，節水意識の高まりや節水機器の普及により，水洗化
人口１人当たりの有収水量は減少傾向にあり，水量減少以上の
使用料収入の減収が懸念
③運送業の人手不足
小口配送増加や人口減少などによる運送業の人手不足とドラ

イバーの高齢化

想定

都市部(主に関東圏)に張り巡らされた下水管を使用する予定だ
が，将来的には，日本全国で導入を考えている

提案内容
下水道にドローンを飛ばし，荷物輸送を行う！

下水道にドローンを飛ばし，手紙や2kg程度の小さい荷物を輸送
するシステムである．直径600mm以上の下水管に入れる小型の

付加価値
・地球温暖化防止
・荷物輸送と同時に，下水管の劣化や損傷をチェックできる
・交通渋滞の緩和
・人的被害の減少

対策
①下水管の維持管理
持続的な下水道機能確保のため，計画的な維持管理・改築事

業の実施が必要
②下水道使用料の減収
下水道事業のみではなく，他事業と協力し下水道の維持管理，

更新費用を捻出
③運送業の人手不足
トラックの自動運転やドローン配送を行う

今後ますます加速していく

生まれる効果・メリット等
・下水道の維持管理，更新費用を捻出できる
・物流において，新たな幹線を作り出す必要がなく，達成される
高効率化によってCO2の排出量を低減できる

・物流における人手不足を補える
・下水道が整備されている世界各国での利用が可能である
・下水道をより身近に感じることができる

倉庫A 倉庫B
ドローンを使用し，倉庫間で荷物輸送を行う

図－ 2　Geszonの提案内容について
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